
桑名・員弁広域連合二酸化炭素の排出状況の公表 

 地球温暖化対策の推進に関する法律及び桑名・員弁広域連合地球温暖化対策実行計画に

基づき、計画の推進状況、並びに直近年度の温室効果ガス排出量について公表します。 

 

１．削減目標 

桑名・員弁広域連合は、計画期間中に、事務・事業から発生する温室効果ガス総

排出量のうち、その割合を多く占める二酸化炭素を令和１２年度までに、５２％削

減することを目標とします。（２０１３年度を基準とします） 

対 象 と す る 

温 室 効 果 ガ ス 

基準年度排出量 

２０１３年度 
削 減 目 標 

目標年度排出量 

２０３０年度 

二 酸 化 炭 素

（CO2） 
1,550ｔ- CO2 

  メタン（CH4） ５ｔ- CO2 

一 酸 化 炭 素

（N2O） 
２７ｔ- CO2 

合   計 1,5８２ｔ- CO2 △５２％ ７５９ｔ- CO2 

【計画の進捗状況（令和６年度）】 

対 象 と す る 

温 室 効 果 ガ ス 

令 和 ６ 年 度 

排 出 量 

平 成 ２ ５ 年 度 

排 出 量 
削 減 率 

二 酸 化 炭 素

（CO2） 
８６３ｔ- CO2 1,5８２ｔ- CO2 △4５.４％ 

【令和６年度二酸化炭素排出量内訳】 

排出要因 排出量（ｔ- CO2） 構成比（％） 

電気 257 29.8 

灯油 553 64.1 

軽油   0   0 

ガソリン    １ 0.1 

メタン  5 0.6 

一酸化二窒素  47  5.4 

合計 863 100 

 


